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第１章 計画策定の背景等について 

１．目的 

平成 25 年 11 月に、国のインフラ老朽化対策の推進に関する関係省庁連絡会議において「イ

ンフラ長寿命化基本計画」が策定され、各施設を管理及び所管する国や地方公共団体の各機関

は、施設の維持管理、更新等を着実に推進するための中期的な取組の方向性を明らかにする計

画として、「インフラ長寿命化計画(行動計画)」を策定することとされました。 

このことを踏まえ、本市では、平成 28年 6月に行動計画にあたる「北広島市公共施設等総合

管理計画」を策定し、公共施設の適正管理に向けた基本方針等を定めたところであります。 

本計画は、当該基本方針等に基づき、個別施設について、戦略的な維持管理、更新等を推進す

ることを目的として策定するものです。 

なお、スポーツ施設については、スポーツ庁より地方公共団体が安全なスポーツ 

施設を持続的に提供し、国民が身近にスポーツに親しむことのできる環境を整備でき 

るよう考え方を示した「スポーツ施設のストック適正化ガイドライン（平成30年3月）」を考慮

することとし、政策方針の検討において、当該ガイドラインを踏まえた記載を行うものとしま

す。 

 

２．計画の位置づけ 

北広島市公共施設等総合管理計画の個別施設計画として位置づけ、また市のスポーツ振興計画との整

合を図りながら策定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．計画の期間 

本計画の期間は、北広島市スポーツ振興計画との整合を図ることから、令和3（2021） 年度を

初年度とし、令和12（2030）年度までの10年間の構想とします。ただし、施設整備には、財政の

健全性を確保しながら実施することが求められるため、必要に応じて見直しを行うものとしま

す。 
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４．対象施設の設定 

本計画による対象施設は、教育委員会が所管する下表の 13施設とします。 

 

〔対象施設一覧〕 

No 類型 施設名 備考 

１ 体育館 総合体育館  

２ 体育館 輪厚児童体育館  

３ 体育館 大曲ファミリー体育館  

４ 体育館 西の里ファミリー体育館  

５ プール 
東部住民プール（管理棟） 

 
東部住民プール（プール槽） 

６ プール 
白樺プール（管理棟） 

 
白樺プール（プール槽） 

７ プール 
西部プール（管理棟） 

 
西部プール（プール槽） 

８ プール 
大曲住民プール（管理棟） 

 
大曲住民プール（プール槽） 

９ プール 
西の里住民プール（管理棟） 

 
西の里住民プール（プール槽） 

１０ プール 
緑葉公園プール（管理棟） 

 
緑葉公園プール（プール槽） 

１１ 
野球場 

緑葉公園管理棟 
 

緑葉公園野球場 

１２ テニスコート 緑葉公園テニスコート  

１３ グラウンド 緑葉公園多目的広場  
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2010年 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年

総人口(人) 60,353 59,199 57,547 55,340 52,732 49,877 46,784
年少人口比率 13.4% 12.2% 10.6% 9.6% 8.8% 8.4% 8.4%
生産年齢人口比率 64.1% 59.0% 56.1% 54.5% 53.0% 51.0% 57.6%
65歳以上人口比率 22.5% 28.8% 33.3% 35.9% 38.2% 40.6% 44.0%

75歳以上人口比率 10.0% 12.8% 16.4% 21.5% 24.9% 26.5% 27.6%

総人口(人) 60,353 59,338 58,141 56,755 55,295 53,603 51,674
年少人口比率 13.4% 12.4% 11.5% 11.8% 12.8% 13.7% 14.3%
生産年齢人口比率 64.1% 58.9% 55.6% 53.2% 50.8% 48.6% 45.8%
65歳以上人口比率 22.5% 28.7% 32.9% 35.0% 36.4% 37.7% 39.9%

75歳以上人口比率 10.0% 12.7% 16.2% 21.0% 23.8% 24.6% 25.0%

総人口(人) 60,353 59,787 58,996 58,081 57,128 55,873 54,326
年少人口比率 13.4% 12.0% 11.0% 11.6% 12.8% 13.9% 14.7%
生産年齢人口比率 64.1% 59.9% 57.2% 54.9% 52.7% 50.7% 48.5%
65歳以上人口比率 22.5% 28.1% 31.8% 33.5% 34.5% 35.4% 36.8%

75歳以上人口比率 10.0% 12.3% 15.4% 19.9% 22.3% 22.8% 22.8%

シミュレーション2
(シミュレーション1+
移動ゼロ)

シミュレーション1
(社人研推計+
出生率上昇)

社人研推計

区　　　　分

第２章 現状と課題について 

１．人口推移  

（１）人口の見通し 

 本市の人口は、平成 19（2007）年をピーク（61,199人）に迎え、令和 22(2040)年にはピーク時

に比べ 23.6％減の「46,784人」と推計されています。 

 「北広島市人口ビジョン」（平成 28年 3月）では、国立社会保障・人口問題研究所（以下、「社

人研」という）の推計によれば令和 22（2040）年に総人口が 46,784人になるとされていますが、

出生率が上昇した場合（シミュレーション 1）には、同年に総人口が 51,674 人、出生率が上昇

し、かつ人口移動が均衡した場合（シミュレーション 2）には、同年に総人口が 54,326人と推計

しています。 

〔図表１〕「北広島市人口ビジョン」における人口の将来展望（2010年→2060年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※2010年は総務省「国勢調査」、2015年以降は推計により作成 

（２）人口構成 

 人口構成について、社人研の推計を見ると、老年人口の割合は、28.8％（平成 27（2015）年）

から 44.0％（令和 22（2040）年）に増加する一方、年少人口の割合は 12.2％から 8.4％に、生産

年齢人口の割合は 59.0％から 47.6％に減少すると見込まれます。 

〔図表２〕2010年から 2040年までの総人口・年齢 3区分別人口比率 
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教育委
員会

その他
公共

民間等
教育委
員会

その他
公共

民間等

1 体育館 7 総合体育館ほか 4 2 1 16 相撲場 1 中央公民館相撲場 1
2 武道場 1 総合体育館武道場 1 17 馬術場 1 北広島乗馬クラブ 1

4 トレーニング室 1 総合体育館ほか 1
5 卓球 7 総合体育館ほか 4 2 1
6 野球場 1 緑葉公園野球場 1

学校体育館 19 東部小学校ほか 14 5

校庭 18 東部小学校ほか 14 4
トレーニング室 2 道都大学 2

10 プール 7 東部住民プールほか 6 1

13 パークゴルフ場 11 大曲東公園ほか 5 6
サッカー場 1 道都大学 1
ラグビー場 1 道都大学 1
テニスコート 1 道都大学 1

2 1 5

23 26 24

所管部署別計 25 27 29
機能数合計

No No

15

※管理棟（公園、プール等）は一覧表から
除く

類型

機
能
数

施設名
所管部署別

施設名

（ 学 校 ・ 大 学 施 設 は 除 く ）

所管部署別

81

類型

機
能
数

ダイナスティス
キーリゾートほ
か

2

トリムコースほか 1 1

地域サポートセ
ンターともに
ほか

学
校
・
大
学
施
設

18 スキー場

1

テニスコート 2

8

ゴルフ練習場 4

12

1

道都大学
第2キャンパス

1

道都大学
第2キャンパス

1

2

ランニングコー
ス・サイクリン

8 グラウンド 2
緑葉公園多目的広
場ほか

1

3

7
バッティングセ
ンター

1
ノースジャンボ
バッティングスタ
ジアム

1

剣道場 1
総合体育館武道
場・サブアリーナ

1

11 ゴルフ場 8
クラークカント
リークラブほか

9 15
緑葉公園テニス
コートほか

1

14 ゴロッケー場 6
総合体育館コース
ほか

2

12 4
ゴルフ5大曲ゴル
フセンターほか

19 2

20 宿泊所 2

野球場 1

弓道場・アー
チェリー場

1 総合体育館弓道場 1

2

教育委
員会

その他
公共

民間等

柔道場 1
道都大学
第2キャンパス

1

4

ボクシング場 1

野球部室内練習場 1
道都大学
第2キャンパス

２．スポーツ施設の現状 

（１）スポーツ施設の類型別 

 本市には、民間施設等を合わせると 20類型 81機能 59施設のスポーツ施設等が設置されていま

す。（公共施設は 52機能 35施設、民間施設等は 29機能 24施設） 

 また、学校・大学施設については、体育館・校庭が 37 施設あり、そのうち公共施設 28 施設は

学校体育施設の開放事業として利用されているほか、大学施設の中に野球場やサッカー場など 9

施設があります。施設を類型別に分類すると、図表３のとおりです。 

〔図表３〕類型別スポーツ施設等 
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名称 機能類型 地区 名称 機能類型 地区

札幌北広島ゴルフ倶楽部 ゴルフ場 東部地区

サンパーク札幌ゴルフコース ゴルフ場 東部地区

クラークカントリークラブ ゴルフ場 西部地区

大曲ファミリー体育館 体育館・卓球 大曲地区

輪厚児童体育館 体育館・卓球 西部地区

西の里ファミリー体育館 体育館・卓球 西の里地区

いこーよ 体育館・卓球 団地地区 札幌ゴルフ倶楽部 輪厚コース ゴルフ場 西部地区

団地住民センター 体育館・卓球 団地地区

地域サポートセンターともに 体育館・卓球・宿泊所 団地地区

緑葉公園野球場 野球場(管理棟) 団地地区

緑葉公園多目的広場 グラウンド 団地地区

広島公園 テニスコート 東部地区 ノースジャンボゴルフ倶楽部 ゴルフ練習場 東部地区

東公園 テニスコート 東部地区 ２７４ゴルフ ゴルフ練習場 西の里地区

広島工業団地公園 テニスコート 東部地区 ゴルフ５大曲ゴルフセンター ゴルフ練習場 大曲地区

竹山パークゴルフ パークゴルフ場 東部地区

美咲き野げんき公園 パークゴルフ場 東部地区

いちい公園 パークゴルフ場 大曲地区

ローンスケープ輪厚 パークゴルフ場 西部地区

輪厚国際パークゴルフ パークゴルフ場 西部地区

きたひろテニスポタ テニスコート 大曲地区 エルムパーク西の里 パークゴルフ場 西の里地区

大曲公園 テニスコート 大曲地区 西の里パーククラブ パークゴルフ場 西の里地区

虹ヶ丘公園 パークゴルフ場 西の里地区

山根園パークゴルフコース パークゴルフ場 西の里地区

つつじヶ丘公園 テニスコート 大曲地区

輪厚自然公園 テニスコート 西部地区

輪厚コース ゴロッケー場 西部地区

南町公園コース ゴロッケー場 団地地区

北広島乗馬クラブ 馬術場 東部地区

南公園 テニスコート 団地地区

緑葉公園テニスコート テニスコート 団地地区

西の里公園 テニスコート 西の里地区

東部住民プール プール 東部地区

大曲住民プール プール 大曲地区

西部プール プール 西部地区

白樺プール プール 団地地区

緑葉公園プール プール 団地地区

西の里住民プール プール 西の里地区

きたひろサンパーク
テニスコート
グラウンド

パークゴルフ場
東部地区

大曲東公園
テニスコート

パークゴルフ場
大曲地区

クラッセホテル
テニスコート・プール
スキー場・宿泊所

東部地区

北広公園
テニスコート
ゴロッケー場

団地地区

竹葉公園
テニスコート
ゴロッケー場

団地地区

総合体育館

体育館・武道場・剣道場
トレーニング室・卓球

弓道場・アーチェリー場
ゴロッケー場

東部地区

ノースジャンボ
バッティングスタジアム

バッティングセンター 東部地区

札幌リージェント
ゴルフ倶楽部

ゴルフ場 西部地区

ゴールド札幌
カントリークラブ

ゴルフ場 西部地区

札幌国際カントリークラブ　島松
コース

ゴルフ場 西部地区

ダイナスティ
スキーリゾート

スキー場 西部地区

ダイナスティ
ゴルフクラブ北広島

ゴルフ場 西部地区

ニューダイナミック
ゴルフセンター

ゴルフ練習場 東部地区

中央公民館
ゴロッケー場

相撲場
東部地区

エルフィンロード
ランニングコース

サイクリングコース
東部地区

トリムコース
ランニングコース

サイクリングコース
団地地区

（２）スポーツ施設の配置の状況 

 59施設を施設別にまとめると図表４のとおりとなります。これらの施設は、市内 5地区に配置

され、東部地区には 17 施設、大曲地区には 8 施設、西部地区には 13 施設、団地地区には 13 施

設、西の里地区には 8 施設配置されています。本計画の対象施設となる教育委員会所管施設につ

いては、東部地区に 3 施設、大曲地区に 2 施設、西部地区に 2 施設、団地地区に 5 施設、西の里

地区には 2施設配置されてています。 

〔図表４〕地区別の施設配置状況 
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（３）スポーツ施設利用者数の推移 

 平成 21（2009）年度から平成 30（2018）年度の利用者を見た場合、公共施設については利用者

の減少が見られますが、市体育館の大規模改修や北海道胆振東部地震の影響など、特殊要因を勘

案すれば、利用状況に大きな変動がある状況にないと考えられます。 

 内訳を見ると、屋外施設、プールを除く屋内施設はともに利用状況に大きな変動がある状況に

ないと考えられますが、プール施設については利用者数の減少傾向が見られます。 

 

〔図表５〕スポーツ施設利用者数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔図表６〕スポーツ施設種類別利用者数の推移 
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〔図表７〕施設計画対象の 14施設の利用者推移 
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３．スポーツ施設整備にあたっての課題 

本計画の対象としている教育委員会が所管しているスポーツ施設 13 施設のうち、11 施設が設

置から 30 年以上経過していることから、老朽化への対応が課題となっています。 

 また、スポーツ活動を取り巻く社会環境の変化については、本市においても少子高齢化の進展

による児童数・生徒数の減少に伴う学校のプール授業等の利用者数の減少や、その一方で冬期間

における体育館をはじめとした屋内施設利用の飽和状態、また、スポーツニーズの多様化による

個人種目競技人口の増加といったものがあげられます。 

 これらを踏まえ、スポーツ施設の長寿命化及び整備に関しては、課題として次の 7 点が挙げら

れます。 

 

（１）人口減少や人口構成の変化への対応 

 今後、さらなる人口減少が予測されており、老年人口の増加等も見込まれ、スポーツ施設全体

としては、こうした社会環境も見据えた在り方の検討を行うとともに、施設修繕などにあたって

は、高齢社会に適合した環境整備を行うなど、今後の人口減少や人口構成の変化に対応した施設

整備が求められます。 

 

（２）施設配置の適正化 

市内のスポーツ施設については各地区に点在しており、今後、北海道ボールパークＦビレッジ

や東の里遊水地の整備等により、施設の役割や地区毎の検証を通し、施設配置の適正化のための

方策を検討し、必要な対策を講じていくことが求められます。 

 

（３）利用者ニーズへの対応 

施設の中には利用率の低く、加えて施設の老朽化から利用効率の悪い施設が見られます。これ

らの施設については、市民ニーズや地域バランスを考慮した検討が必要です。 

 また、総合体育館など、各種競技大会の開催、市民や地域のスポーツ活動など、多様なスポー

ツ活動の場として競技利用環境の充実や周辺環境等の整備、さらには、生涯スポーツ環境の充実

など、様々な視点からの利用者ニーズがあります。 

 このため、優先度等を勘案しつつ、整備等の機会を捉えて、利用者ニーズに的確に対応するた

めのスポーツ活動環境の充実が求められます。 

 

（４）老朽化への対応 

本市のスポーツ施設は、昭和 50年代に整備された施設が多く、全体的に老朽化が進んでいる状

況にあり、施設の老朽化により、都度修繕に努めていますが、修繕すべき箇所も増えてきている

現状です。 

このため、安心・安全に利用可能な施設整備や経年劣化による機能低下に対応した整備等につ

いて、計画的かつ着実に実施していくことが求められます。 

 

（５）防災機能の充実 

スポーツ施設の中には、大規模災害が発生した場合や、地域の公民館などの第一次避難場所が

危険になった時に避難する「指定避難所」に指定されている施設もあります。耐震強度が不足し

ている施設については、災害時の安全確保のため早急な対応が求められています。 
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（６）プロスポーツチームのスポーツ施設との共存 

 北海道日本ハムファイターズの北海道ボールパークＦビレッジの開業が 2023 年に控えており、

敷地内にはスポーツ施設の機能を兼ね備えた施設も整備される見通しです。 

 このため、北海道日本ハムファイターズのスポーツ施設と既存の公共スポーツ施設の差別化や

連携を通した共存の在り方についても検討していくことが求められています。 

 

（７）平準化を踏まえた整備スケジュール 

健康維持やスポーツを通したコミュニティを形成するうえで、施設の充実は重要となります。 

今後は、既存施設の効果的な利活用を第一に考え、新規施設の整備については、必要性を十分

検討し、質と量の検討が必要です。 

また、管理運営方法を見直し、歳出の抑制に努めながらとサービスを向上させていくとともに、

そのサービスに見合う適正で公平な使用料の負担を求めることが必要です。 
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第３章 スポーツ施設の現況評価について 

 

１．標準使用年数の設定 

施設の寿命を想定する指標としては、法定耐用年数が存在しますが、実際には、法定耐 

用年数を超えて使用する場合が一般的です。 

  このことから、現在の施設についても、改修等を図りながら長寿命化を目指すこととします。 

そのため、今後の施設の維持、長寿命化等の目安として、物理的耐用年数に基づく標準 

使用年数を次のとおり設定し、個別施設の今後の方針を決める上での参考とします。 

なお、設定の根拠として、(一社)日本建築学会の「建築物の耐久計画に関する考え方」 

を参考とし、中間値を採用します。 

 

構 造 
「建築物の耐久計画に

関する考え方」の範囲 

標準使用 

年数 

RC造(鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造) 

50～80年 65年 

SRC 造(鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造) 

S 造(重量)(鉄骨造) 

CB造(ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ造) 

(SB 造(ｾﾗﾐｯｸﾌﾞﾛｯｸ造)は、CB造に準じる。) 

S 造(軽量)(鉄骨造) 
30～50年 40年 

W 造(木造) 

 

 

２．対象施設の劣化状況 

対象施設について、劣化状況の評価を行いました。劣化状況の評価の基準は、（１）に記載の

とおりです。また、各施設の劣化状況については（２）に記載のとおりです。 

 

（１）劣化状況の評価の基準 

評価 基準 

Ａ 概ね良好 

Ｂ 部分的に劣化(安全上、機能上、問題なし) 

Ｃ 広範囲に劣化(安全上、機能上、不具合発生の兆し) 

Ｄ 

早急に対応する必要がある 

(安全上、機能上、問題あり) 

(躯体の耐久性に影響を与えている) 

(設備が故障し施設運営に支障を与えている)等 
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（２）対象施設の劣化状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．施設の維持管理について（将来更新費用について） 

  市では、計画的な施設管理を目指し、市が所有する施設全体の更新等のあり方について検討

をするため、本計画の上位計画となる北広島公共施設等総合管理計画において、市の施設全体

の将来更新費用推計を実施しています。 

  この北広島市公共施設等総合管理計画においては、将来更新費用推計の結果から、単年度に

過度な財政負担が生じないよう、施設の長寿命化や更新時期の平準化を図ることのほか、人口

構成の変化など、その時代に求められるニーズに対応できるよう、「ハード」と「ソフト」両面

から公共施設を見直していくことが重要となると位置付けており、本計画においてもこの考え

方を踏まえ、施設ごとの対応計画を策定します。 

 

 

 

 

 

 

〔図表８〕 公共施設の将来の更新費用の推計結果 （※北広島市公共施設等総合管理計画から引用） 

No 施設名
建築
年度

①
経過
年数

②
標準
使用
年数

②-①
延床
面積
(㎡)

構造
種別

耐震
診断

耐震
化

地
上

(

階

)

地
下

(

階

)

屋
根
・
屋
上

外
壁

内
部
仕
上
げ

電
気
設
備

給
水
設
備

排
水
設
備

空
調
設
備

そ
の
他
設
備

外
構

1 総合体育館 昭和61 34 65 31 5393 RC 新耐震基準 不要 2 0 B C A B A A B A A
2 輪厚児童体育館 昭和57 38 65 27 721 S 新耐震基準 不要 2 0 C B A B A A B A A
3 大曲ファミリー体育館 昭和59 36 65 29 793 SRC 新耐震基準 不要 2 0 A A A A A A A A A
4 西の里ファミリー体育館 昭和60 35 65 30 900 SRC 新耐震基準 不要 2 0 A C A A A A A A C
東部住民プール(管理棟) 平成4 28 65 37 209 RC 新耐震基準 不要 1 0 B B B B B B A - B
東部住民プール(プール槽) 平成4 28 65 37 475 S 新耐震基準 不要 1 0 B B B B B B A B -
白樺プール(管理棟) 昭和62 33 65 32 208 S 新耐震基準 不要 1 0 B B B B B B B - B
白樺プール(プール槽) 昭和62 33 65 32 475 S 新耐震基準 不要 1 0 B B B B B B A B -
西部プール(管理棟) 平成23 9 65 56 229 S 新耐震基準 不要 1 0 A B C B A A A - A
西部プール(プール槽) 平成23 9 65 56 425 S 新耐震基準 不要 1 0 A A A A A A A - -
大曲住民プール(管理棟) 昭和55 40 65 25 170 S 未実施 実施済み 1 0 A B B C B B B - B
大曲住民プール(プール槽) 昭和55 40 65 25 325 S 未実施 実施済み 1 0 B B B B B B B - -
西の里住民プール(管理棟) 昭和57 38 65 27 171 S 新耐震基準 不要 1 0 B D C C C C B A B
西の里住民プール(プール槽) 昭和57 38 65 27 379 S 新耐震基準 不要 1 0 B B B B B B B - -
緑葉公園プール(管理棟) 昭和58 37 65 28 189 S 新耐震基準 不要 1 0 B B B B B B B - B
緑葉公園プール(プール槽) 昭和58 37 65 28 409 S 新耐震基準 不要 1 0 B B B B B B A - -
緑葉公園管理棟 昭和61 34 65 31 152 CB 新耐震基準 不要 1 0 B B B B B B B - -
緑葉公園野球場 昭和61 34 - - - - - - - - - - - - - - - C -

12 緑葉公園テニスコート 昭和61 34 - - - - - - - - - - - - - - - B -

13 緑葉公園多目的広場 昭和61 34 - - - - - - - - - - - - - - - B -

11

建物概要 劣化状況

10

9

8

7

6

5
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第４章 個別施設に係る方針 

 

 個別施設の方針 

  個別施設に係る今後 10年間の方針を次のとおりとし、スポーツ施設を長く維持するために適

切な整備方法を選択するとともに、社会情勢等の変化や個別施設の劣化状況等の変化に応じて、

当該方針を適宜見直しながら取り組みます。 

 

No 施設名 基本的な方針 

1 総合体育館 

昭和 60年建設、昭和 61年に施設オープンし、平成 24年度に
大規模改修を行った。築年数 34年。令和元年度は 118,755人
の利用実績がある。アリーナ内照明をＬＥＤ化する等の課題
もあるが、今後も現施設を維持していく 

2 輪厚児童体育館 

昭和 57年 2月開設、平成 20年一部改修。築年数 38年。令和
元年度は 9,695 人の利用実績があり、屋根、アリーナ床の劣
化が見られるとともに、機械設備・給排水設備・照明設備の経
年劣化が進んでいることから、今後は大規模改修を視野に検
討していく。 

3 大曲ファミリー体育館 

昭和 59 年 2 月開設、老朽化が著しかったため平成 29 年改修
工事を行い平成 30年 1月 4日にリニューアルオープンした。
築年数 36 年。令和元年度は 21,440 人の利用実績があり、今
後も現施設を維持していく。 

4 西の里ファミリー体育館 

昭和 60 年 2 月開設、老朽化が著しかったため平成 27 年度改
修工事を行った。築年数 35 年。令和元年度は 29,132 人の利
用実績があり、老朽化部分は修繕等を行いながら今後も現施
設を維持していく。 

5 

東部住民プール(管理棟) 平成 4年に開設、平成 9年度に一部改修。築年数 28年。令和
元年度は 5,706 人の利用実績があり、老朽化した部分は修繕
等を行いながら現施設を維持していく。 東部住民プール(プール槽) 

6 

白樺プール(管理棟) 昭和 62年に開設、平成 12年度、平成 18年度に一部改修。築
年数 33年。令和元年度は 4,600人の利用実績があり、老朽化
した部分は修繕等を行いながら現施設を維持していく。 白樺プール(プール槽) 

7 

西部プール(管理棟) 平成 23年に開設、築年数 9年。令和元年度は 3,100人の利用
実績があり、不具合等が生じた部分は修繕等を行いながら現
施設を維持していく。 西部プール(プール槽) 

8 

大曲住民プール(管理棟) 昭和 55年に開設、平成 2年度から複数回改修している。令和
元年度は 5,870人の利用実績があり、築年数 40年になるが老
朽化した部分は修繕等を行いながら現施設を維持していく。 大曲住民プール(プール槽) 

9 

西の里住民プール(管理棟) 昭和 57年に開設、平成 9年度から複数回改修している。築年
数 38年。令和元年度は 3,057人の利用実績があり、老朽化し
た部分は修繕等を行いながら現施設を維持していく。 西の里住民プール(プール槽) 
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No 施設名 基本的な方針 

10 

緑葉公園プール(管理棟) 
昭和 58 年に開設、築年数 37 年。令和元年度は 2,507 人の利
用実績があるが、市内の他のプールと比べると利用実績が一
番低い。平成 24年度の北広島団地地区内小学校の統廃合によ
り、緑葉公園プールの利用者数は大幅に減少していることか
ら、今後は廃止も視野に検討していく。 

緑葉公園プール(プール槽) 

11 

緑葉公園管理棟 昭和 61年に開設、築年数 34年。令和元年度は 11,644人（野
球場 4,550 人、テニスコート 6,450 人、多目的広場 644 人）
の利用実績があり、老朽化した部分は修繕等を行いながら現
施設を維持していくとともに、施設全体のあり方を検討する。 緑葉公園野球場 

12 緑葉公園テニスコート 上記に同じ 

13 緑葉公園多目的広場 上記に同じ 
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第５章 計画の実現化方策 

 

 計画の実現にあたっては、本計画の対象となるスポーツ施設は市が所有する公共施設の一つで

あることから、市全体の公共施設の管理についての考え方を示している北広島市公共施設等総合

管理計画における計画の推進に向けた取り組みに従いながら実施をしていきます。 

以下、北広島市公共施設等総合管理計画で示している計画の推進に向けた取り組みを記載します。 

 

１．北広島市公共施設の個別施設の評価結果 

 現在、市内の公共施設の管理は、施設を所管する部署がそれぞれ管理し個別に対応しています

が、公共施設等マネジメントの推進に向けては、横断的な体制づくりが必要となります。 

そのため、「北広島市公共施設等マネジメント検討チーム」※を新たに設置し、全庁的な資産状況

の把握や本計画に沿った施設所管部門の役割や総合的かつ計画的なマネジメントについて考え方

を共有します。 

 ※「北広島市公共施設等総合管理計画」に基づく適正配置の推進に向け、情報共有や施設横断

的な再編等について検討するための庁内組織。各施設を所管する課長職で構成。 

 

 

２．公共施設等マネジメントの推進 

 全庁的な公共施設等のマネジメントを推進するにあたっては、その前提となる保有資産の情報

把握を的確に行う必要があります。 

特に所管部署が異なる公共施設については、統一的で一体的な情報の管理が重要であることから、

データベースの整備による情報の一元管理化を図ります。 

また、施設性能や管理運営コスト、市民の利用状況などの多面的な情報に基づき施設の現状を分

析・評価し、統一的な基準に基づくマネジメントを推進します。 

 

 

３．フォローアップの実施 

「北広島市公共施設等総合管理計画」の推進は、長期にわたる取組になります。そのため、計画

内容については、計画期間中であっても今後の財政状況や環境の変化に応じ必要な見直しを行い、

継続的な取組を進めていきます。また、市民に対しては、随時情報提供を行い、市全体での認識

の共有に努めます。 

 

 



16 

 

 

  



17 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          ①市内スポーツ施設位置図（18ページ） 

 

          ②個別施設計画シート（19ページ～38ページ） 
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市内スポーツ施設位置図 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西部プール 

西の里ファミリー体育館 

輪厚児童体育館 

中央公民館 

総合体育館 

西の里住民プール 

緑葉公園プール 

東部住民プール 

白樺プール 

北広公園 

大曲ファミリー体育館 
大曲住民プール 

輪厚自然公園 

エルフィンロード 

トリムコース 

東部地区 

西部地区 

大曲地区 

西の里地区 

団地地区 

体育館・体育施設等 ゴルフ場・パークゴルフ場・ゴロッケー場 

教育施設 その他公共施設 民間施設 【所管区分】 

【機能別区分】 

テニスコート等 

馬術場・スキー場・ランニングコース・サイクリングコース 

プール 

凡 例 
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対象施設名 総合体育館 延床面積 5,393

個別施設計画シート
1　施設の概要

㎡

構造種別 RC 階数 地上 2 階

1986 年度)所在地 共栄315番地2 建築年度 昭和61 年度 (

2　計画期間

令和3（2021）年度から令和12（2030）年度まで

3　計画期間内の施設の基本的な方針等

地下 0 階

方針 存続

説明

昭和60年度に民生安定施設助成事業により建設され、昭和61年度に開設。建築後26年が経過
し、老朽化により、施設利用に支障をきたしている状況となってきたことから、平成24年度
に改修工事を行った。築年数34年。令和元年度は118,755人の利用実績がある。アリーナ内
照明をLED化する等の課題もあるが、今後も現施設を維持していく。

目標使用年度

5　この施設が果たしている役割、機能、利用状況、重要性等
施設管理は指定管理であり、指定する団体は特定非営利活動団体北広島市体育協会となっている。利用人数
についても年々増加傾向にあり、社会環境の変化としてスポーツが多様化する中で、施設の重要性は高まっ
ている思われる。

6　改修等の対策を実施する際に考慮すべき事項

令和33（2051）年度

4　施設の状態(劣化・損傷の状況や要因等)
建築されて34年が経過し、非常用階段をはじめ、各所に劣化が見られる

ボールパーク建設地に隣接する土地にあることから、駐車場の有料化（施設利用者以外）やバーゲートの設
置。現在不使用の噴水を含む前庭整備の検討。室内のLED化など。市民の利便性を最優先に考え今後の整備
計画についても検討していく。

7　改修等の対策の優先順位の考え方
施設運営で劣化が著しくなった場合、この施設の役割、機能、利用状況等を考慮し、改修が必要な箇所から
優先順位を考えるものとする。

令和3年度 総合体育館照明器具更新工事（レンタル10年契約） 17,430

千円

千円

8　改修等の対策内容、実施時期及び対策費用(概算金額)

実施予定年度 対策内容 金額

計
画
期
間
内

千円

千円

千円

計
画
期
間
外

令和20年度 中規模修繕実施設計委託 27,504 千円

千円

令和21年度 中規模修繕(屋根、外壁、電気設備、機械設備等の劣化部分の修繕)及び監理委託 935,146 千円

千円

※この計画に記載の内容は、社会情勢等の変化、個別施設の劣化状況等に応じて、適宜見直しながら取り組みます。

千円

千円
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対象施設名 輪厚児童体育館 延床面積 721

個別施設計画シート
1　施設の概要

㎡

構造種別 S 階数 地上 2 階

1982 年度)所在地 輪厚中央4丁目12番地19 建築年度 昭和57 年度 (

2　計画期間

令和3（2021）年度から令和12（2030）年度まで

3　計画期間内の施設の基本的な方針等

地下 0 階

方針 存続

説明

昭和57年2月開設、平成20年一部改修。築年数37年。令和元年度は9,695人の利用者がおり、
屋根、アリーナ床の劣化が見られるとともに、機械設備・給排水設備・照明設備の経年劣化
が進んでいることから、今後は大規模改修を視野に検討していく。

目標使用年度

5　この施設が果たしている役割、機能、利用状況、重要性等
施設管理は指定管理であり、指定する団体は農民研修センター運営委員会となっている。
社会環境の変化としてスポーツが多様化する中で、施設の重要性は高まっていると思われる。

6　改修等の対策を実施する際に考慮すべき事項

令和29（2047）年度

4　施設の状態(劣化・損傷の状況や要因等)
建築されて36年が経過し、屋根や外壁をはじめとした各所に劣化が見られる。

・現状間接照明のため、アリーナ内が暗い。
・屋根、アリーナ床改修、機械設備・給排水設備・照明設備の更新が必要
利用者の安全性をより確保できるような内容を検討する。

7　改修等の対策の優先順位の考え方
施設運営で劣化が著しくなった場合、この施設の役割、機能、利用状況等を考慮し、改修が必要な箇所から
優先順位を考えるものとする。

令和7年度 大規模改修（機械設備・給排水・照明等） 5,250

千円

千円

8　改修等の対策内容、実施時期及び対策費用(概算金額)

実施予定年度 対策内容 金額

計
画
期
間
内

千円

千円

千円

計
画
期
間
外

令和16年度 中規模修繕実施設計委託 3,272 千円

千円

令和17年度 中規模修繕(屋根、外壁、電気設備、機械設備等の劣化部分の修繕)及び監理委託 145,836 千円

千円

※この計画に記載の内容は、社会情勢等の変化、個別施設の劣化状況等に応じて、適宜見直しながら取り組みます。

千円

千円
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※この計画に記載の内容は、社会情勢等の変化、個別施設の劣化状況等に応じて、適宜見直しながら取り組みます。

千円

千円

千円

計
画
期
間
外

令和18年度 中規模修繕実施設計委託 6,344 千円

千円

令和19年度 中規模修繕(屋根、外壁、電気設備、機械設備等の劣化部分の修繕)及び監理委託 161,772 千円

千円

8　改修等の対策内容、実施時期及び対策費用(概算金額)

実施予定年度 対策内容 金額

計
画
期
間
内

千円

千円

アリーナ内の照度や雨漏り対策等の利用者の安全性をより確保できるような内容を検討する。

7　改修等の対策の優先順位の考え方
施設運営で劣化が著しくなった場合、この施設の役割、機能、利用状況等を考慮し、改修が必要な箇所から
優先順位を考えるものとする。

千円

千円

5　この施設が果たしている役割、機能、利用状況、重要性等
施設管理は指定管理であり、指定する団体は大曲会館運営委員会となっている。利用人数については、昨年
は胆振東部地震に係る避難所設置等で利用者は一時的に減少したが、年々増加傾向にあり、社会環境の変化
としてスポーツが多様化する中で、施設の重要性は高まっていると思われる。

6　改修等の対策を実施する際に考慮すべき事項

令和31（2049）年度まで

4　施設の状態(劣化・損傷の状況や要因等)
外壁剝れ、ジョイント部分に浮き等の劣化が見られる。
それ以外の部位については概ね良好。

方針 存続

説明

昭和59年2月開設、老朽化が著しかったため平成29年改修工事を行い平成30年1月4日リ
ニューアルオープンした。築年数35年。令和元年度は21,440人の利用者がおり、今後も現施
設を維持していく。

目標使用年度

2　計画期間

令和3（2021）年度から令和12（2030）年度まで

3　計画期間内の施設の基本的な方針等

地下 0 階構造種別 SRC 階数 地上 2 階

1984 年度)所在地 大曲中央2丁目4番地3 建築年度 昭和59 年度 (

対象施設名 大曲ファミリー体育館 延床面積 793

個別施設計画シート
1　施設の概要

㎡
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※この計画に記載の内容は、社会情勢等の変化、個別施設の劣化状況等に応じて、適宜見直しながら取り組みます。

千円

千円

千円

計
画
期
間
外

令和19年度 中規模修繕実施設計委託 7,200 千円

千円

令和20年度 中規模修繕(屋根、外壁、電気設備、機械設備等の劣化部分の修繕)及び監理委託 183,600 千円

千円

8　改修等の対策内容、実施時期及び対策費用(概算金額)

実施予定年度 対策内容 金額

計
画
期
間
内

千円

千円

アリーナ内の照度や雨漏り対策等の利用者の安全性をより確保できるような内容を検討する。

7　改修等の対策の優先順位の考え方
施設運営で劣化が著しくなった場合、この施設の役割、機能、利用状況等を考慮し、改修が必要な箇所から
優先順位を考えるものとする。

千円

千円

5　この施設が果たしている役割、機能、利用状況、重要性等
施設管理は指定管理であり、指定する団体は西の里会館運営委員会となっている。利用人数については、昨
年は胆振東部地震に係る避難所設置等で利用者は一時的に減少したが、年々増加傾向にあり、社会環境の変
化としてスポーツが多様化する中で、施設の重要性は高まっていると思われる。

6　改修等の対策を実施する際に考慮すべき事項

令和32（2050）年度

4　施設の状態(劣化・損傷の状況や要因等)
窓周りのシール切れによる漏水、外灯柱の腐食等の劣化が見られる。
それ以外の部位については概ね良好。

方針 存続

説明

昭和60年2月開設、老朽化が著しかったため平成27年度改修工事を行った。築年数34年。令
和元年度は29,132人の利用者がおり、老朽化部分は修繕等を行いながら今後も現施設を維持
していく。

目標使用年度

2　計画期間

令和3（2021）年度から令和12（2030）年度まで

3　計画期間内の施設の基本的な方針等

地下 0 階構造種別 SRC 階数 地上 2 階

1985 年度)所在地 西の里南1丁目2番地3 建築年度 昭和60 年度 (

対象施設名 西の里ファミリー体育館 延床面積 900

個別施設計画シート
1　施設の概要

㎡
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対象施設名 東部住民プール(管理棟) 延床面積 209

個別施設計画シート
1　施設の概要

㎡

構造種別 RC 階数 地上 1 階

1992 年度)所在地 共栄町4丁目6番地1 建築年度 平成4 年度 (

2　計画期間

令和3（2021）年度から令和12（2030）年度まで

3　計画期間内の施設の基本的な方針等

地下 0 階

方針 存続

説明

平成4年に開設、平成9年度に一部改修。築年数28年。令和元年度は5,706人の利用実績があ
り、老朽化した部分は修繕等を行いながら現施設を維持していく。

目標使用年度

5　この施設が果たしている役割、機能、利用状況、重要性等
東部地区の市民、学校の水泳授業・機会の役割を担っており、令和元年度は5,706人の利用実績がある。

6　改修等の対策を実施する際に考慮すべき事項

令和39（2057）年度

4　施設の状態(劣化・損傷の状況や要因等)
施設内の一部に劣化が見られる。

6月15日～9月15日までの開場時期の確保や利用者への配慮等の円滑な業務運営が必要である。

7　改修等の対策の優先順位の考え方
現状として、施設の劣化は一部分で見られるが、修繕が必要な劣化状況になった場合は、この施設の役割、
機能、利用状況等を考慮し、改修が必要な箇所の優先順位を考えるものとする。

令和6年度 大規模修繕実施設計委託 1,672

令和7年度 大規模修繕(屋根、外壁、電気設備、機械設備等の劣化部分の修繕)及び監理委託 42,636 千円

千円

8　改修等の対策内容、実施時期及び対策費用(概算金額)

実施予定年度 対策内容 金額

計
画
期
間
内

千円

千円

千円

計
画
期
間
外

令和26年度 中規模修繕実施設計委託 1,672 千円

千円

令和27年度 中規模修繕(屋根、外壁、電気設備、機械設備等の劣化部分の修繕)及び監理委託 42,636 千円

千円

※この計画に記載の内容は、社会情勢等の変化、個別施設の劣化状況等に応じて、適宜見直しながら取り組みます。

千円

千円
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※この計画に記載の内容は、社会情勢等の変化、個別施設の劣化状況等に応じて、適宜見直しながら取り組みます。

千円

千円

千円

計
画
期
間
外

令和26年度 中規模修繕実施設計委託 3,800 千円

千円

令和27年度 中規模修繕(屋根、外壁、電気設備、機械設備等の劣化部分の修繕)及び監理委託 96,900 千円

千円

8　改修等の対策内容、実施時期及び対策費用(概算金額)

実施予定年度 対策内容 金額

計
画
期
間
内

千円

千円

6月15日～9月15日までの開場時期の確保や利用者への配慮等の円滑な業務運営が必要である。

7　改修等の対策の優先順位の考え方
現状として、施設の劣化は一部分で見られるが、修繕が必要な劣化状況になった場合は、この施設の役割、
機能、利用状況等を考慮し、改修が必要な箇所の優先順位を考えるものとする。

令和6年度 大規模修繕実施設計委託 3,800

令和7年度 大規模修繕(屋根、外壁、電気設備、機械設備等の劣化部分の修繕)及び監理委託 96,900 千円

千円

5　この施設が果たしている役割、機能、利用状況、重要性等
東部地区の市民、学校の水泳授業・機会の役割を担っており、令和元年度は5,706人の利用実績がある。

6　改修等の対策を実施する際に考慮すべき事項

令和39（2057）年度

4　施設の状態(劣化・損傷の状況や要因等)
施設内の一部に劣化が見られる。

方針 存続

説明

平成4年に開設、平成9年度に一部改修。築年数28年。令和元年度は5,706人の利用実績があ
り、老朽化した部分は修繕等を行いながら現施設を維持していく。

目標使用年度

2　計画期間

令和3（2021）年度から令和12（2030）年度まで

3　計画期間内の施設の基本的な方針等

地下 0 階構造種別 S 階数 地上 1 階

1992 年度)所在地 共栄町4丁目6番地1 建築年度 平成4 年度 (

対象施設名 東部住民プール(プール槽) 延床面積 475

個別施設計画シート
1　施設の概要

㎡
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※この計画に記載の内容は、社会情勢等の変化、個別施設の劣化状況等に応じて、適宜見直しながら取り組みます。

千円

千円

千円

計
画
期
間
外

令和21年度 中規模修繕実施設計委託 1,664 千円

千円

令和22年度 中規模修繕(屋根、外壁、電気設備、機械設備等の劣化部分の修繕)及び監理委託 42,432 千円

千円

8　改修等の対策内容、実施時期及び対策費用(概算金額)

実施予定年度 対策内容 金額

計
画
期
間
内

千円

千円

6月15日～9月15日までの開場時期の確保や利用者への配慮等の円滑な業務運営が必要である。

7　改修等の対策の優先順位の考え方
現状として、施設の劣化は一部分で見られるが、修繕が必要な劣化状況になった場合は、この施設の役割、
機能、利用状況等を考慮し、改修が必要な箇所の優先順位を考えるものとする。

千円

千円

5　この施設が果たしている役割、機能、利用状況、重要性等
団地地区の市民、学校の水泳授業・機会の役割を担っており、令和元年度は4,600人の利用実績がある。

6　改修等の対策を実施する際に考慮すべき事項

令和34（2052）年度

4　施設の状態(劣化・損傷の状況や要因等)
施設内の一部に劣化が見られる。

方針 存続

説明

昭和62年に開設、平成12年度、平成18年度に一部改修。築年数33年。令和元年度は4,600人
の利用実績があり、老朽化した部分は修繕等を行いながら現施設を維持していく。

目標使用年度

2　計画期間

令和3（2021）年度から令和12（2030）年度まで

3　計画期間内の施設の基本的な方針等

地下 0 階構造種別 S 階数 地上 1 階

1987 年度)所在地 白樺町3丁目52番地2 建築年度 昭和62 年度 (

対象施設名 白樺プール(管理棟) 延床面積 208

個別施設計画シート
1　施設の概要

㎡
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※この計画に記載の内容は、社会情勢等の変化、個別施設の劣化状況等に応じて、適宜見直しながら取り組みます。

千円

千円

千円

計
画
期
間
外

令和21年度 中規模修繕実施設計委託 3,800 千円

千円

令和22年度 中規模修繕(屋根、外壁、電気設備、機械設備等の劣化部分の修繕)及び監理委託 96,900 千円

千円

8　改修等の対策内容、実施時期及び対策費用(概算金額)

実施予定年度 対策内容 金額

計
画
期
間
内

千円

千円

6月15日～9月15日までの開場時期の確保や利用者への配慮等の円滑な業務運営が必要である。

7　改修等の対策の優先順位の考え方
現状として、施設の劣化は一部分で見られるが、修繕が必要な劣化状況になった場合は、この施設の役割、
機能、利用状況等を考慮し、改修が必要な箇所の優先順位を考えるものとする。

令和7年 上屋鉄骨塗装工事 14,000

千円

千円

5　この施設が果たしている役割、機能、利用状況、重要性等
団地地区の市民、学校の水泳授業・機会の役割を担っており、令和元年度は4,600人の利用実績がある。

6　改修等の対策を実施する際に考慮すべき事項

令和34（2052）年度

4　施設の状態(劣化・損傷の状況や要因等)
施設内の一部に劣化が見られる。

方針 存続

説明

昭和62年に開設、平成12年度、平成18年度に一部改修。築年数33年。令和元年度は4,600人
の利用実績があり、老朽化した部分は修繕等を行いながら現施設を維持していく。

目標使用年度

2　計画期間

令和3（2021）年度から令和12（2030）年度まで

3　計画期間内の施設の基本的な方針等

地下 0 階構造種別 S 階数 地上 1 階

1987 年度)所在地 白樺町3丁目52番地2 建築年度 昭和62 年度 (

対象施設名 白樺プール(プール層) 延床面積 475

個別施設計画シート
1　施設の概要

㎡

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



27 

 

※この計画に記載の内容は、社会情勢等の変化、個別施設の劣化状況等に応じて、適宜見直しながら取り組みます。

千円

千円

千円

大規模修繕(屋根、外壁、電気設備、機械設備等の劣化部分の修繕)及び監理委託 46,716 千円

令和25年度

令和26年度

大規模修繕実施設計委託 1,832 千円

千円

千円

8　改修等の対策内容、実施時期及び対策費用(概算金額)

実施予定年度 対策内容 金額

千円
計
画
期
間
内

計
画
期
間
外

千円

令和13年度 中規模修繕(屋根、外壁、電気設備、機械設備等の劣化部分の修繕)及び監理委託 46,716 千円

5　この施設が果たしている役割、機能、利用状況、重要性等
西部地区の市民、学校の水泳授業・機会の役割を担っており、令和元年度は3,100人の利用実績がある。

6　改修等の対策を実施する際に考慮すべき事項

千円

6月15日～9月15日までの開場時期の確保や利用者への配慮等の円滑な業務運営が必要である。

7　改修等の対策の優先順位の考え方
現状として、施設の劣化は一部分で見られるが、修繕が必要な劣化状況になった場合は、この施設の役割、
機能、利用状況等を考慮し、改修が必要な箇所の優先順位を考えるものとする。

令和12年度 中規模修繕実施設計委託 1,832

令和58（2076）年度

4　施設の状態(劣化・損傷の状況や要因等)
施設内の一部に劣化が見られる。

方針 存続

説明

平成23年に開設、築年数9年。令和元年度は3,100人の利用実績があり、不具合等が生じた部
分は修繕等を行いながら現施設を維持していく。

目標使用年度

2　計画期間

令和3（2021）年度から令和12（2030）年度まで

3　計画期間内の施設の基本的な方針等

地下 0 階構造種別 S 階数 地上 1 階

2011 年度)所在地 輪厚中央1丁目14番地7 建築年度 平成23 年度 (

対象施設名 西部プール(管理棟) 延床面積 229

個別施設計画シート
1　施設の概要

㎡

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



28 

 

※この計画に記載の内容は、社会情勢等の変化、個別施設の劣化状況等に応じて、適宜見直しながら取り組みます。

千円

千円

千円

千円

令和26年度

令和25年度

大規模修繕(屋根、外壁、電気設備、機械設備等の劣化部分の修繕)及び監理委託 86,700 千円

大規模修繕実施設計委託 3,400 千円

千円

8　改修等の対策内容、実施時期及び対策費用(概算金額)

実施予定年度 対策内容 金額

千円
計
画
期
間
内

計
画
期
間
外

千円

令和13年度 中規模修繕(屋根、外壁、電気設備、機械設備等の劣化部分の修繕)及び監理委託 86,700 千円

5　この施設が果たしている役割、機能、利用状況、重要性等
西部地区の市民、学校の水泳授業・機会の役割を担っており、令和元年度は3,100人の利用実績がある。

6　改修等の対策を実施する際に考慮すべき事項

千円

6月15日～9月15日までの開場時期の確保や利用者への配慮等の円滑な業務運営が必要である。

7　改修等の対策の優先順位の考え方
現状として、施設の劣化は一部分で見られるが、修繕が必要な劣化状況になった場合は、この施設の役割、
機能、利用状況等を考慮し、改修が必要な箇所の優先順位を考えるものとする。

令和12年度 中規模修繕実施設計委託 3,400

令和58（2076）年度

4　施設の状態(劣化・損傷の状況や要因等)
施設内の一部に劣化が見られる。

方針 存続

説明

平成23年に開設、築年数9年。令和元年度は3,100人の利用実績があり、不具合等が生じた部
分は修繕等を行いながら現施設を維持していく。

目標使用年度

2　計画期間

令和3（2021）年度から令和12（2030）年度まで

3　計画期間内の施設の基本的な方針等

地下 0 階構造種別 S 階数 地上 1 階

2011 年度)所在地 輪厚中央1丁目14番地7 建築年度 平成23 年度 (

対象施設名 西部プール(プール槽) 延床面積 425

個別施設計画シート
1　施設の概要

㎡
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対象施設名 大曲住民プール(管理棟) 延床面積 170

個別施設計画シート
1　施設の概要

㎡

構造種別 S 階数 地上 1 階

1980 年度)所在地 大曲中央2丁目4番地4 建築年度 昭和55 年度 (

2　計画期間

令和3（2021）年度から令和12（2030）年度まで

3　計画期間内の施設の基本的な方針等

地下 0 階

方針 存続

説明

昭和55年に開設、平成2年度から複数回改修している。令和元年度は5,870人の利用実績があ
り、築年数40年になるが老朽化した部分は修繕等を行いながら現施設を維持していく。

目標使用年度

5　この施設が果たしている役割、機能、利用状況、重要性等
大曲地区の市民、学校の水泳授業・機会の役割を担っており、令和元年度は5,870人の利用実績がある。

6　改修等の対策を実施する際に考慮すべき事項

令和27（2045）年度

4　施設の状態(劣化・損傷の状況や要因等)
施設内の一部に劣化が見られる。

6月15日～9月15日までの開場時期の確保や利用者への配慮等の円滑な業務運営が必要である。

7　改修等の対策の優先順位の考え方
現状として、施設の劣化は一部分で見られるが、修繕が必要な劣化状況になった場合は、この施設の役割、
機能、利用状況等を考慮し、改修が必要な箇所の優先順位を考えるものとする。

千円

千円

8　改修等の対策内容、実施時期及び対策費用(概算金額)

実施予定年度 対策内容 金額

計
画
期
間
内

千円

千円

千円

計
画
期
間
外

令和14年度 中規模修繕実施設計委託 1,360 千円

千円

令和15年度 中規模修繕(屋根、外壁、電気設備、機械設備等の劣化部分の修繕)及び監理委託 34,680 千円

千円

※この計画に記載の内容は、社会情勢等の変化、個別施設の劣化状況等に応じて、適宜見直しながら取り組みます。

千円

千円
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対象施設名 大曲住民プール(プール槽) 延床面積 325

個別施設計画シート
1　施設の概要

㎡

構造種別 S 階数 地上 1 階

1980 年度)所在地 大曲中央2丁目4番地4 建築年度 昭和55 年度 (

2　計画期間

令和3（2021）年度から令和12（2030）年度まで

3　計画期間内の施設の基本的な方針等

地下 0 階

方針 存続

説明

昭和55年に開設、平成2年度から複数回改修している。令和元年度は5,870人の利用実績があ
り、築年数40年になるが老朽化した部分は修繕等を行いながら現施設を維持していく。

目標使用年度

5　この施設が果たしている役割、機能、利用状況、重要性等
大曲地区の市民、学校の水泳授業・機会の役割を担っており、令和元年度は5,870人の利用実績がある。

6　改修等の対策を実施する際に考慮すべき事項

令和27（2045）年度

4　施設の状態(劣化・損傷の状況や要因等)
施設内の一部に劣化が見られる。

6月15日～9月15日までの開場時期の確保や利用者への配慮等の円滑な業務運営が必要である。

7　改修等の対策の優先順位の考え方
現状として、施設の劣化は一部分で見られるが、修繕が必要な劣化状況になった場合は、この施設の役割、
機能、利用状況等を考慮し、改修が必要な箇所の優先順位を考えるものとする。

千円

千円

8　改修等の対策内容、実施時期及び対策費用(概算金額)

実施予定年度 対策内容 金額

計
画
期
間
内

千円

千円

千円

計
画
期
間
外

令和14年度 中規模修繕実施設計委託 2,600 千円

千円

令和15年度 中規模修繕(屋根、外壁、電気設備、機械設備等の劣化部分の修繕)及び監理委託 66,300 千円

千円

※この計画に記載の内容は、社会情勢等の変化、個別施設の劣化状況等に応じて、適宜見直しながら取り組みます。

千円

千円
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対象施設名 西の里住民プール(管理棟) 延床面積 171

個別施設計画シート
1　施設の概要

㎡

構造種別 S 階数 地上 1 階

1982 年度)所在地 西の里402番地7 建築年度 昭和57 年度 (

2　計画期間

令和3（2021）年度から令和12（2030）年度まで

3　計画期間内の施設の基本的な方針等

地下 0 階

方針 存続

説明

昭和57年に開設、平成9年度から複数回改修している。築年数38年。令和元年度は3,057人の
利用実績があり、老朽化した部分は修繕等を行いながら現施設を維持していく。

目標使用年度

5　この施設が果たしている役割、機能、利用状況、重要性等
西の里地区の市民、学校の水泳授業・機会の役割を担っており、令和元年度は3,057人の利用実績がある。

6　改修等の対策を実施する際に考慮すべき事項

令和29（2047）年度

4　施設の状態(劣化・損傷の状況や要因等)
施設内の一部に劣化が見られる。

6月15日～9月15日までの開場時期の確保や利用者への配慮等の円滑な業務運営が必要である。

7　改修等の対策の優先順位の考え方
現状として、施設の劣化は一部分で見られるが、修繕が必要な劣化状況になった場合は、この施設の役割、
機能、利用状況等を考慮し、改修が必要な箇所の優先順位を考えるものとする。

千円

千円

8　改修等の対策内容、実施時期及び対策費用(概算金額)

実施予定年度 対策内容 金額

計
画
期
間
内

千円

千円

千円

計
画
期
間
外

令和16年度 中規模修繕実施設計委託 1,368 千円

千円

令和17年度 中規模修繕(屋根、外壁、電気設備、機械設備等の劣化部分の修繕)及び監理委託 34,884 千円

千円

※この計画に記載の内容は、社会情勢等の変化、個別施設の劣化状況等に応じて、適宜見直しながら取り組みます。

千円

千円
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対象施設名 西の里住民プール(プール槽) 延床面積 379

個別施設計画シート
1　施設の概要

㎡

構造種別 S 階数 地上 1 階

1982 年度)所在地 西の里402番地7 建築年度 昭和57 年度 (

2　計画期間

令和3（2021）年度から令和12（2030）年度まで

3　計画期間内の施設の基本的な方針等

地下 0 階

方針 存続

説明

昭和57年に開設、平成9年度から複数回改修している。築年数38年。令和元年度は3,057人の
利用実績があり、老朽化した部分は修繕等を行いながら現施設を維持していく。

目標使用年度

5　この施設が果たしている役割、機能、利用状況、重要性等
西の里地区の市民、学校の水泳授業・機会の役割を担っており、令和元年度は3,057人の利用実績がある。

6　改修等の対策を実施する際に考慮すべき事項

令和29（2047）年度

4　施設の状態(劣化・損傷の状況や要因等)
施設内の一部に劣化が見られる。

6月15日～9月15日までの開場時期の確保や利用者への配慮等の円滑な業務運営が必要である。

7　改修等の対策の優先順位の考え方
現状として、施設の劣化は一部分で見られるが、修繕が必要な劣化状況になった場合は、この施設の役割、
機能、利用状況等を考慮し、改修が必要な箇所の優先順位を考えるものとする。

千円

千円

8　改修等の対策内容、実施時期及び対策費用(概算金額)

実施予定年度 対策内容 金額

計
画
期
間
内

千円

千円

千円

計
画
期
間
外

令和16年度 中規模修繕実施設計委託 3,032 千円

千円

令和17年度 中規模修繕(屋根、外壁、電気設備、機械設備等の劣化部分の修繕)及び監理委託 77,316 千円

千円

※この計画に記載の内容は、社会情勢等の変化、個別施設の劣化状況等に応じて、適宜見直しながら取り組みます。

千円

千円
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対象施設名 緑葉公園プール(管理棟) 延床面積 189

個別施設計画シート
1　施設の概要

㎡

構造種別 S 階数 地上 1 階

1983 年度)所在地 緑陽町1丁目53番地 建築年度 昭和58 年度 (

2　計画期間

令和3（2021）年度から令和12（2030）年度まで

3　計画期間内の施設の基本的な方針等

地下 0 階

方針 存続

説明

昭和58年に開設、築年数37年。令和元年度は2,507人の利用実績があるが、市内の他のプー
ルと比べると利用実績が一番低い。平成24年度の北広島団地地区内小学校の統廃合により、
緑葉公園プールの利用者数は大幅に減少していることから、今後は廃止も視野に検討してい
く。

目標使用年度

5　この施設が果たしている役割、機能、利用状況、重要性等
団地地区の市民、学校の水泳授業・機会の一部役割を担っており、令和元年度は2,507人の利用実績があ
る。

6　改修等の対策を実施する際に考慮すべき事項

令和30（2048）年度

4　施設の状態(劣化・損傷の状況や要因等)
施設内の大部分で劣化が見られる。

6月15日～9月15日までの開場時期の確保や利用者への配慮等の円滑な業務運営が必要である。

7　改修等の対策の優先順位の考え方
現状として、施設の劣化は見られるが、修繕が必要な劣化状況になった場合は、この施設の役割、機能、利
用状況等を考慮し、改修が必要な箇所の優先順位を考えるものとする。

千円

千円

8　改修等の対策内容、実施時期及び対策費用(概算金額)

実施予定年度 対策内容 金額

計
画
期
間
内

千円

千円

千円

計
画
期
間
外

令和17年度 中規模修繕実施設計委託 1,512 千円

千円

令和18年度 中規模修繕(屋根、外壁、電気設備、機械設備等の劣化部分の修繕)及び監理委託 38,556 千円

千円

※この計画に記載の内容は、社会情勢等の変化、個別施設の劣化状況等に応じて、適宜見直しながら取り組みます。

千円

千円
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対象施設名 緑葉公園プール(プール槽) 延床面積 409

個別施設計画シート
1　施設の概要

㎡

構造種別 S 階数 地上 1 階

1983 年度)所在地 緑陽町1丁目53番地 建築年度 昭和58 年度 (

2　計画期間

令和3（2021）年度から令和12（2030）年度まで

3　計画期間内の施設の基本的な方針等

地下 0 階

方針 存続

説明

昭和58年に開設、築年数37年。令和元年度は2,507人の利用実績があるが、市内の他のプー
ルと比べると利用実績が一番低い。平成24年度の北広島団地地区内小学校の統廃合により、
緑葉公園プールの利用者数は大幅に減少していることから、今後は廃止も視野に検討してい
く。

目標使用年度

5　この施設が果たしている役割、機能、利用状況、重要性等
団地地区の市民、学校の水泳授業・機会の一部役割を担っており、令和元年度は2,507人の利用実績があ
る。

6　改修等の対策を実施する際に考慮すべき事項

令和30（2048）年度

4　施設の状態(劣化・損傷の状況や要因等)
施設内の大部分で劣化が見られる。

6月15日～9月15日までの開場時期の確保や利用者への配慮等の円滑な業務運営が必要である。

7　改修等の対策の優先順位の考え方
現状として、施設の劣化は見られるが、修繕が必要な劣化状況になった場合は、この施設の役割、機能、利
用状況等を考慮し、改修が必要な箇所の優先順位を考えるものとする。

千円

千円

8　改修等の対策内容、実施時期及び対策費用(概算金額)

実施予定年度 対策内容 金額

計
画
期
間
内

千円

千円

千円

計
画
期
間
外

令和17年度 中規模修繕実施設計委託 3,272 千円

千円

令和18年度 中規模修繕(屋根、外壁、電気設備、機械設備等の劣化部分の修繕)及び監理委託 83,436 千円

千円

※この計画に記載の内容は、社会情勢等の変化、個別施設の劣化状況等に応じて、適宜見直しながら取り組みます。

千円

千円
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※この計画に記載の内容は、社会情勢等の変化、個別施設の劣化状況等に応じて、適宜見直しながら取り組みます。

千円

千円

千円

計
画
期
間
外

令和20年度 中規模修繕実施設計委託 1,216 千円

千円

令和21年度 中規模修繕(屋根、外壁、電気設備、機械設備等の劣化部分の修繕)及び監理委託 31,008 千円

千円

8　改修等の対策内容、実施時期及び対策費用(概算金額)

実施予定年度 対策内容 金額

計
画
期
間
内

千円

千円

緑葉公園の運動施設のリニューアル計画が今後検討される中で、リニューアル後の施設規模に合わせて、管
理棟の拡大や、改修について検討する。

7　改修等の対策の優先順位の考え方
施設運営で劣化が著しくなった場合、この施設の役割、機能、利用状況等を考慮し、改修が必要な箇所から
優先順位を考えるものとする。

令和4年度 管理棟・トイレ改修工事 10,000

千円

千円

5　この施設が果たしている役割、機能、利用状況、重要性等
指定管理をしている北広島市体育協会よりシルバー人材センターが再委託を受けて管理を行っている。利用
者が、テニスコート、野球場、多目的広場を良好な状態で安心して使用できるように施設管理・運営に努め
ており市内の団体のみならず、市外の利用者も多く、北広島市の地域活性化に貢献しているため重要な施設
である。

6　改修等の対策を実施する際に考慮すべき事項

令和33（2051）年度

4　施設の状態(劣化・損傷の状況や要因等)
建築されて34年が経過し、屋根や外壁をはじめとした各所に劣化が見られる。

方針 存続

説明

昭和61年に開設された。築年数34年。老朽箇所を修繕しながら現施設を維持していくととも
に、施設全体のあり方を検討する。

目標使用年度

2　計画期間

令和3（2021）年度から令和12（2030）年度まで

3　計画期間内の施設の基本的な方針等

地下 0 階構造種別 CB 階数 地上 1 階

1986 年度)所在地 山手町1丁目53番地 建築年度 昭和61 年度 (

対象施設名 緑葉公園管理棟 延床面積 152

個別施設計画シート
1　施設の概要

㎡
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※この計画に記載の内容は、社会情勢等の変化、個別施設の劣化状況等に応じて、適宜見直しながら取り組みます。

千円

千円

千円

計
画
期
間
外

令和20年度 中規模修繕実施設計委託 5,864 千円

千円

令和21年度 中規模修繕(外壁、電気設備、機械設備等の劣化部分の修繕)及び監理委託 149,532 千円

千円

8　改修等の対策内容、実施時期及び対策費用(概算金額)

実施予定年度 対策内容 金額

計
画
期
間
内

千円

千円

緑葉公園の運動施設のリニューアル計画が今後検討される中で、リニューアル後の施設規模に合わせて、管
理棟の拡大や、改修について検討する。

7　改修等の対策の優先順位の考え方
施設運営で劣化が著しくなった場合、この施設の役割、機能、利用状況等を考慮し、改修が必要な箇所から
優先順位を考えるものとする。

千円

千円

5　この施設が果たしている役割、機能、利用状況、重要性等
指定管理をしている北広島市体育協会よりシルバー人材センターが再委託を受けて管理を行っている。利用
者が、テニスコート、野球場、多目的広場を良好な状態で安心して使用できるように施設管理・運営に努め
ており市内の団体のみならず、市外の利用者も多く、北広島市の地域活性化に貢献しているため重要な施設
である。

6　改修等の対策を実施する際に考慮すべき事項

令和33（2051）年度

4　施設の状態(劣化・損傷の状況や要因等)
建築されて34年が経過し、外周フェンス、スコアボード、本部席、ベンチなど相応の老朽化がすすんでい
る。

方針 存続

説明

昭和61年に開設。築年数34年。令和元年度は4,550人の利用があった。グラウンド、本部
席、ベンチ、スコアボード、フェンス、及び外周フェンスで構成されている。老朽箇所を修
繕しながら現施設を維持していくとともに、施設全体のあり方を検討する。

目標使用年度

2　計画期間

令和3（2021）年度から令和12（2030）年度まで

3　計画期間内の施設の基本的な方針等

地下 0 階構造種別 - 階数 地上 1 階

1986 年度)所在地 山手町1丁目53番地 建築年度 昭和61 年度 (

対象施設名 緑葉公園野球場 延床面積 19,000

個別施設計画シート
1　施設の概要

㎡
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対象施設名 緑葉公園テニスコート 延床面積 3,117

個別施設計画シート
1　施設の概要

㎡

構造種別 - 階数 地上 1 階

1986 年度)所在地 山手町1丁目53番地 建築年度 昭和61 年度 (

2　計画期間

令和3（2021）年度から令和12（2030）年度まで

3　計画期間内の施設の基本的な方針等

地下 0 階

方針 存続

説明

昭和61年に開設。築年数34年。令和元年度は6,450人の利用があった。建物はないが、コー
ト周囲に外周フェンスが設置されている。老朽箇所を修繕しながら現施設を維持していくと
ともに、施設全体のあり方を検討する。

目標使用年度

5　この施設が果たしている役割、機能、利用状況、重要性等
指定管理をしている北広島市体育協会よりシルバー人材センターが再委託を受けて管理を行っている。利用
者が、テニスコート、野球場、多目的広場を良好な状態で安心して使用できるように施設管理・運営に努め
ており市内の団体のみならず、市外の利用者も多く、北広島市の地域活性化に貢献しているため重要な施設
である。

6　改修等の対策を実施する際に考慮すべき事項

令和33（2051）年度

4　施設の状態(劣化・損傷の状況や要因等)
建築されて34年が経過し、外周フェンスの老朽化が進んでいる。

緑葉公園の運動施設のリニューアル計画が今後検討される中で、リニューアル後の施設規模に合わせて、管
理棟の拡大や、改修について検討する。

7　改修等の対策の優先順位の考え方
施設運営で劣化が著しくなった場合、この施設の役割、機能、利用状況等を考慮し、改修が必要な箇所から
優先順位を考えるものとする。

千円

千円

8　改修等の対策内容、実施時期及び対策費用(概算金額)

実施予定年度 対策内容 金額

計
画
期
間
内

千円

千円

千円

計
画
期
間
外

令和21年度 外周フェンス改修及び監理委託 19,878 千円

千円

千円

千円

※この計画に記載の内容は、社会情勢等の変化、個別施設の劣化状況等に応じて、適宜見直しながら取り組みます。

千円

千円
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対象施設名 緑葉公園多目的広場 延床面積 10,074

個別施設計画シート
1　施設の概要

㎡

構造種別 - 階数 地上 1 階

1986 年度)所在地 山手町1丁目53番地 建築年度 昭和61 年度 (

2　計画期間

令和3（2021）年度から令和12（2030）年度まで

3　計画期間内の施設の基本的な方針等

地下 0 階

方針 存続

説明

昭和60年度に建設され、昭和61年にオープンした。築年数33年。令和元年度は644人の利用
があった。建物はないが、広場周辺に外周フェンスが設置されている。老朽箇所を修繕しな
がら現施設を維持していくとともに、施設全体のあり方を検討する。

目標使用年度

5　この施設が果たしている役割、機能、利用状況、重要性等
指定管理をしている北広島市体育協会よりシルバー人材センターが再委託を受けて管理を行っている。利用
者が、テニスコート、野球場、多目的広場を良好な状態で安心して使用できるように施設管理・運営に努め
ており市内の団体のみならず、市外の利用者も多く、北広島市の地域活性化に貢献しているため重要な施設
である。

6　改修等の対策を実施する際に考慮すべき事項

令和33（2051）年

4　施設の状態(劣化・損傷の状況や要因等)
建築されて34年が経過し、外周フェンスの老朽化が進んでいる。

緑葉公園の運動施設のリニューアル計画が今後検討される中で、リニューアル後の施設規模に合わせて、管
理棟の拡大や、改修について検討する。

7　改修等の対策の優先順位の考え方
施設運営で劣化が著しくなった場合、この施設の役割、機能、利用状況等を考慮し、改修が必要な箇所から
優先順位を考えるものとする。

千円

千円

8　改修等の対策内容、実施時期及び対策費用(概算金額)

実施予定年度 対策内容 金額

計
画
期
間
内

千円

千円

千円

計
画
期
間
外

令和21年度 外周フェンス改修及び監理委託 8,105 千円

千円

千円

千円

※この計画に記載の内容は、社会情勢等の変化、個別施設の劣化状況等に応じて、適宜見直しながら取り組みます。

千円

千円

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北広島市スポーツ施設個別施設計画 

令和 3年（2021年）○○月 
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